
1/59

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

・情報格差解消のため､ＩＴボランティア企画･講師による高齢者､障害
者向けの初歩的なＩＴ講習の実施(市主催講座)。
・ＩＴボランティア企画･講師によるＩＴ講習の開催支援（市後援講座）。
・土岐川観察館や､（財）ソフトピアジャパンとＩＴボランティアが連携し
た事業の開催。
・ＩＴボランティアによるＩＴ相談の実施。

・情報格差解消のため､ＩＴボランティア企画･講師による高齢者､障害
者向けの初歩的なＩＴ講習の実施(市主催講座)。
・ＩＴボランティア企画･講師によるＩＴ講習の開催支援（市後援講座）。
・土岐川観察館や､（財）ソフトピアジャパンとＩＴボランティアが連携し
た事業の開催。
・ＩＴボランティアによるＩＴ相談の実施。

・情報格差解消のため､ＩＴボランティア企画･講師による高齢者､障害
者向けの初歩的なＩＴ講習の実施(市主催講座)。
・ＩＴボランティア企画･講師によるＩＴ講習の開催支援（市後援講座）。
・土岐川観察館や､（財）ソフトピアジャパンとＩＴボランティアが連携し
た事業の開催。
・ＩＴボランティアによるＩＴ相談の実施。

・情報格差解消のため､ＩＴボランティア企画･講師による高齢者､障害
者向けの初歩的なＩＴ講習の実施(市主催講座)。
・ＩＴボランティア企画･講師によるＩＴ講習の開催支援（市後援講座）。
・土岐川観察館や､（財）ソフトピアジャパンとＩＴボランティアが連携し
た事業の開催。
・ＩＴボランティアによるＩＴ相談の実施。

・情報格差解消のため､ＩＴボランティア企画･講師による高齢者､障害
者向けの初歩的なＩＴ講習の実施(市主催講座)。
・ＩＴボランティア企画･講師によるＩＴ講習の開催支援（市後援講座）。
・土岐川観察館や､（財）ソフトピアジャパンとＩＴボランティアが連携し
た事業の開催。
・ＩＴボランティアによるＩＴ相談の実施。

更新日H18.12.19

18年度当初（事業概要）
パソコン等の修繕、ＩＴ講習会の開催、警備委託、光熱水費など情報センターの管理運営に係る経費。

事業費

一般財源

3,792

3,771

千円管理番号

0

0

年
度 概算（見込）額

（千円）

全体計画

縮減目標に向けた具体的な取組内容

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 ２３年度目標年度

策定（仕分け）作業経緯

変更履歴

作業主体

款

2

項 目

1 17 千円

細目

3

課名 企画課1033-0103-02011703 課コード

事務局

担当課

行革専門部会

行革推進本部会議

ＩＴボランティアによる運営が
始まっているため、協働で事
業を進める。

ウ

0

0

-147

0

3,953

3,918

23

事業費 3,953

一般財源 3,918

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 3,953

一般財源 3,918

前年度比
一財縮減額

0

21

3,953

一般財源 3,918

前年度比
一財縮減額

0

-147

事業費

一般財源 3,918

前年度比
一財縮減額

0

事業費

-147一財縮減額累計

前年度比
一財縮減額

一般財源19

20

事業費 3,953

全体計画作成日

当初予算
（千円）

単年度
進度

実績

縮減目標に向けた具体的な取組内容

情報センター管理運営費

%

結果

ウ

ウ

オ

%

0

最終予算
（千円）

0

0

0

0 一財縮減達成率 0

%

%

%
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.10 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見市国際交流協会交付金及び国際化推進のための事業(海外芸術家等招致滞在支援事業）にか
かる経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-02010114 課コード 105 課名 文化と人権の課 6,344 千円

款 項 目 細目
国際化促進事業費

一般財源

2 1 1 14 6,316 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
多治見国際交流協会のあり方について検討する

5,553
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 5,525
担当課 ウ

行革専門部会 エ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

791 0

20

事業費 6,344
多治見国際交流協会が自立していく方策を検討する
・協会会員を増やす方法
・協会の自主財源を増やす方法
・事務局のあり方　　　　　　　　　　等

(多治見市中学生をテラホート市へ派遣する）

一般財源 6,316
国際交流は、市の施策展開
で進めていく必要もある。

前年度比
一財縮減額

-791 0 0

21

事業費 5,553
多治見国際交流協会が自立する準備を行う
・協会の会員増を目指す
・協会の自主財源を確保する

（テラホート市より中学生が来多） 0 0

%
変更履歴

一般財源 5,525

前年度比
一財縮減額

791

22

事業費 6,344

（多治見中学生をテラホート市へ派遣する）

%

一般財源 6,316

前年度比
一財縮減額

-791 0 0

23

事業費 5,500

(テラホート市より中学生が来多）

%

一般財源 5,472

前年度比
一財縮減額

844 0 0

一財縮減額累計 844 791 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
遊びや体験を通して知恵と創造力を養おうとするチルドレンズミュージアム精神に沿った事業実施にか
かる経費（児童館、小中学校でイベントを実施）及びチルドレンズミュージアム事業の広報普及のため情
報誌『子ども夢ネット』の発行経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-02010181 課コード 105 課名 文化と人権の課 1,944 千円

款 項 目 細目
チルドレンズミュージアム関係費

一般財源

2 1 1 81 1,944 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
平成11年度から遊びや体験を通して子どもたち自らが知恵や想像力
を育むことを目的として、市内各施設で子ども関連のイベントを実施。
またイベントを行う団体等を紹介してきた。
①市内各施設において活動団体が自主的に実施するようになった。
（市民主体）
②今後担当課としてさらに広くわかりやすく広報に努め、情報提供を
行っていく。

1,120
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 1,120
担当課 ウ

行革専門部会 エ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

824 0

20

事業費 1,120
同上

一般財源 1,120
子どもの権利条例を持つ市と
して、子どもたちの体験の場
を提供していく必要がある。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 1,120
同上

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,120

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,120
同上

%

一般財源 1,120

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,120
同上

%

一般財源 1,120

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 824 824 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

広報宣伝に係る経費を削減する。（夏まつり負担金）

広報宣伝に係る経費を削減する。（夏まつり負担金）

広報宣伝に係る経費を削減する。（夏まつり負担金）

広報宣伝に係る経費を削減する。（夏まつり負担金）

% 計画全体の取組み進度 %

（ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 １９年度

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
夏まつり負担金、盆踊り・市民広場補助にかかる経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-02010606 課コード 105 課名 文化と人権の課 7,000 千円

款 項 目 細目
夏まつり関係費

一般財源

2 1 6 6 7,000 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費 7,000
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 7,000
担当課 ウ

行革専門部会 エ

前年度比
一財縮減額

0 0
市民の自発的な活動に期待
する。

20

事業費 6,700

300 0

% 行革推進本部会議 ウ

一般財源 6,700
市制記念花火大会と併せて
検討が必要。全市的なイベン
トとして行政が関わって支援
すべき。

前年度比
一財縮減額

0

21

事業費 6,400

一般財源 6,400

%
変更履歴

一財縮減達成率 0

前年度比
一財縮減額

300 0 0

22

事業費 6,100

一般財源 6,100

前年度比
一財縮減額

300 0

%

0

23

事業費 5,800

一般財源 5,800

前年度比
一財縮減額

300 0

%

0

一財縮減額累計 1,200 0 0

全体計画作成日 H19.1.11 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

（エ）市民・民間への事業主体の移行 ２０年度

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
みちくさ作文コンテスト、みちくさウォーク等にかかる経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-02010618 課コード 105 課名 文化と人権の課 2,712 千円

款 項 目 細目
スローライフ推進事業（持続可能な地域づくり）

一般財源

2 1 6 18 2,712 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
みちくさウォークの実施方法（回数、内容）について検討す
る。
みちくさ作文コンテスト（隔年開催）のありかたについて検討
する。
スローライフの理念の普及は行政の役割であるとの認識から
浸透に努め、その後は行政主体の事業（イベント）は縮小し
ていくことを検討する。

2,500
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 2,500
担当課 イ

行革専門部会 エ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

212 0

20

事業費 2,300
みちくさウォークにかかる経費を削減する。

一般財源 2,300
スローライフの理念を説くの
は行政であるとの考えから、
浸透するまでは市が関わるべ
き。

前年度比
一財縮減額

200 0 0

21

事業費 2,300

0 0

%
変更履歴

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 2,300
%

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 2,300
%

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 412 212 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.10 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

（オ）事業の廃止 ２１年度

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 （事業概要）
市民の自主的なまちづくり活動に対する支援にかかる経費。（まちづくり事業補助金を申請する団体に
対して、公開審査及び報告会を実施）

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-02010664 課コード 105 課名 文化と人権の課 2,612 千円

款 項 目 細目
まちづくり市民活動支援事業関係費

一般財源

2 1 6 64 0 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
まちづくり補助金交付要綱に従い、公開審査により交付団体を決定。
①行政の視点ではなく、公平な視点で選定することができる。
②今後も自主的にまちづくりを行う市民団体に補助していく。
③様々な事業に対して補助を行う。（既定の事業のみではなく）

2,609
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 0
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 2,609
同上

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 2,609
同上

0 0

%
変更履歴

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 2,609
同上

%

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 2,609
同上

%

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.11 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

　 ２２年度

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見の自然を紹介する事業にかかる経費。（自然展を文化会館を会場に、５年に１度の開催）

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-02010679 課コード 105 課名 文化と人権の課 4,060 千円

款 項 目 細目
たじみの自然展実施事業費

一般財源

2 1 6 79 1,360 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
※なし（５年に１度開催）

0
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 0
担当課 ウ

行革専門部会 エ

市民の自発的な活動に期待
する

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 0
※なし（５年に１度開催）

一般財源 0
本格的な市の関わりはまだ２
回であり、当面行政が関わる
必要がある。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 0
※なし（５年に１度開催）

0 0

%
変更履歴

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 0
※なし（５年に１度開催）

%

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 4,000
・事業費において平成18年度4,060千円であるものを平成23
年度4,000千円とし、広報宣伝に係る経費を縮減する。
・実行委員会は市民による自然関係団体で構成しており、実
行委員会へ全てを委託する現状の方法が最適であると判断
する。
※H23年度も県補助金が採択されれば、一般財源の縮減を
図ることができる。

%

一般財源 1,300

前年度比
一財縮減額

-1,300 0 0

一財縮減額累計 -1,300 0 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.10 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

２３年度

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 １９年度 （事業概要）
家庭教育の充実を図るための研修会、講演会にかかる経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-10060111 課コード 105 課名 文化と人権の課 110 千円

款 項 目 細目
家庭教育推進事業費

一般財源

10 6 1 11 110 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
家庭教育の充実も子どもの権利を保障するために重要であ
るため、子どもの権利推進事業の中で家庭教育の観点も含
んだ事業展開を行うこととした

0
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 0
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

前年度比
一財縮減額

110 0

20

事業費 0

0

%

0

行革推進本部会議 ウ

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0

21

事業費 0
%

0

変更履歴
一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0

22

事業費 0

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

23

事業費 0

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

一財縮減額累計 110 110 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.10 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

　

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
青少年育成推進員の報酬や青少年まちづくり市民会議交付金等にかかる経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-10060113 課コード 105 課名 文化と人権の課 9,090 千円

款 項 目 細目
青少年健全育成推進費

一般財源

10 6 1 13 9,089 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
青少年まちづくり市民会議交付金のあり方について検討す
る 8,842

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 8,841
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

248 0

20

事業費 8,842
青少年まちづくり市民会議交付金交付方法の改正案を作成
する

一般財源 8,841

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 8,842
青少年まちづくり市民会議交付金交付方法の改正について
関係者への説明を行う

0 0

%
変更履歴

一般財源 8,841

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 8,842

一般財源 8,841

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

23

事業費 7,642
%

一般財源 7,641

前年度比
一財縮減額

1,200 0 0

一財縮減額累計 1,448 248 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.11 更新日



10/59

% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
成人式開催にかかる経費。
実行委員会（３学年【新成人＋後輩＋先輩】＋実行委員OB）を組織して実施。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0105-10060117 課コード 105 課名 文化と人権の課 755 千円

款 項 目 細目
成人式関係費

一般財源

10 6 1 17 755 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
企画運営の大部分を担っている実行委員会組織（３学年【新
成人＋後輩＋先輩】＋実行委員OB）を充実させる。
市内各校区から、新成人だけでなく、先輩・後輩を含めた複
数の学年で実行委員会を組織し、今後本市での市民との協
働を行う上で若い市民によって組織している現状の方法は
最適であると判断する。

650
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 650
担当課 ウ

行革専門部会 エ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

105 0

20

事業費 650
同上

一般財源 650
市民や民間では実施が困難
と思われる。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 650
同上

0 0

%
変更履歴

一般財源 650

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 650
同上

%

一般財源 650

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 650
同上

%

一般財源 650

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 105 105 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 19.1.15 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
広報の配布や市民への情報伝達業務などの市政協力業務を４８の区と委託するための委託費や区長会
を運営するための交付金。ともに自治組織への育成支援としている

18年度当初

事業費

管理番号 3-0106-02011001 課コード 106 課名 市民情報課 50,089 千円

款 項 目 細目
自治組織育成費

一般財源

2 1 10 1 50,088 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
区長会事業の見直し

49,959
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 49,958
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

130 0

20

事業費 49,909
区長会事業の見直し

一般財源 49,908

前年度比
一財縮減額

50 0 0

21

事業費 49,909

0 0

%
変更履歴

一般財源 49,908

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 49,809
区長会への説明
自治組織への市政協力業務を見直し %

一般財源 49,808

前年度比
一財縮減額

100 0 0

23

事業費 49,809
%

一般財源 49,808

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 280 130 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 更新日 Ｈ１９　１　１６
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% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
税に対する理解を深め、納税意識を向上させる活動に対する補助金です。（納税貯蓄組合）

18年度当初

事業費

管理番号 3-0204-02020114 課コード 204 課名 税務課 99 千円

款 項 目 細目
納税協力団体活動助成費

一般財源

2 2 1 14 99 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費

納税貯蓄組合、多治見税務署と税に対する理解を深め、納
税意識を向上させる具体的な活動内容について協議し、よ
り効率的な事業実施を順次図る。

93
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 93
担当課 ウ

行革専門部会 オ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

6 0

20

事業費 93

納税意識向上のための活動について市町と協議。一般財源 93
補助金の見直しは管内市町
と協議。組合事業に関わって
いくことは必要。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 93

活動費用の支出方法の改善。

0 0

%
変更履歴

一般財源 93

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 93

納税貯蓄組合と協力して納税意識を向上させる活動を実
施。

%

一般財源 93

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 93

納税貯蓄組合と協力して納税意識を向上させる活動を実
施。

%

一般財源 93

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 6 6 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.12 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
①地域社協設立支援（地域の問題を共有し、解決を図るための自主組織として、小学校区ごとの地域社
会福祉協議会設立の支援）
②災害時地域支援調査等（災害発生時等における各地域における現状の問題を把握し、住民の意識
高揚及び高齢者・障害者に対する支援体制を調査・研究）
※各小学校区ごとに1回ずつ事業委託を実施し、各地域の住民による運営・支援体制の確立を目指す。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0301-03010134 課コード 301 課名 健康福祉政策課 3,600 千円

款 項 目 細目
地域福祉推進事業費

一般財源

3 1 1 34 2,442 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
地域社協設立支援（2小学校区）
災害時地域支援調査（2小学校区）
障害者（児）向けサロン設置事業

6,600
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 5,300
担当課 イ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-2,858 0

20

事業費 3,600
地域社協設立支援（2小学校区）
災害時地域支援調査（2小学校区）

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

3,000 0 0

21

事業費 3,600
地域社協設立支援（2小学校区）
災害時地域支援調査（2小学校区）

0 0

%
変更履歴

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 3,600
地域社協設立支援（2小学校区）
災害時地域支援調査（2小学校区） %

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 2,800
災害時地域支援調査（2小学校区）

%

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 142 -2,858 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.12 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
遺族会や障害者に関する福祉団体等の運営に対する負担金や補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0302-03010107 課コード 302 課名 福祉課 1,128 千円

款 項 目 細目
社会福祉団体福祉活動助成費

一般財源

3 1 1 7 1,128 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
・傷痍軍人会への補助金削減を提案する。

1,107
%

作業主体 結果

・かさはら遺族会削減を提案する。 事務局 ウ

一般財源 1,107
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

21 0

20

事業費 1,047
削減による事業への影響を把握し、次年度以降の削減を検
討する。

一般財源 1,047

前年度比
一財縮減額

60 0 0

21

事業費 1,047
・平成２２年の補助金削減について補助事業者と協議する。
・補助事業者に削減額を提案する。

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,047

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 947
・平成２７年度まで補助金額削減は実施しないが、削減は検
討する。 %

一般財源 947

前年度比
一財縮減額

100 0 0

23

事業費 947
・平成２７年度まで補助金額削減は実施しないが、削減は検
討する。 %

一般財源 947

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 181 21 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.12 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
東濃５市持ち回りで開催される障害者の体育大会運営に対し支援する経費（H18年度多治見市にて開
催）。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0302-03010223 課コード 302 課名 福祉課 400 千円

款 項 目 細目
障害者団体大会開催助成事業費

3 1 2 23 400 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
・平成１９年度大会実施準備委員会において、平成２０年度
以降の開催市の負担の縮減を提案する。 0

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 0
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

400 0

20

事業費 0
競技種目等の検討と支出削減について検討する。

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 0
平成２０年度と同じ

0 0

%
変更履歴

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 0
平成２３年度多治見市開催における開催市負担金の減額を
提案する。 %

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 360
前年度１割削減を実現する。

%

一般財源 360

前年度比
一財縮減額

-360 0 0

一財縮減額累計 40 400 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.16 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
会食会開催や記念品の贈与（90歳）、祝い金の支給（100歳）及び各区にて開催する敬老会開催（80歳
以上）に関する経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0302-03010420 課コード 302 課名 福祉課 18,864 千円

款 項 目 細目
敬老会関係費

一般財源

3 1 4 20 18,864 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
各区にて開催される敬老会がより多くの市民の方に高齢者
に対しての敬意と感謝を持てるような会になるよう各区区長
等の意見をうかがいながら、事業の発展をはかる（対象者見
込数：5,500人）。

19,797
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 19,797
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-933 0

20

事業費 20,997
前年度の意見集約結果を分析し、各区開催敬老会の事業
内容の改善点を探る（対象者見込数：5,900人）。

一般財源 20,997

前年度比
一財縮減額

-1,200 0 0

21

事業費 22,197
各区敬老会の実施事業の中で、より多くの市民が協働でき
ている事例を紹介し、各区の敬老事業の実施内容の参考と
してもらう（対象者見込数：6,300人）。

0 0

%
変更履歴

一般財源 22,197

前年度比
一財縮減額

-1,200

22

事業費 23,397
敬老会参加者を区独自で把握するなど事業に対しての提案
をはかる（対象者見込数：6,700人）。 %

一般財源 23,397

前年度比
一財縮減額

-1,200 0 0

23

事業費 24,597
敬老会参加者を区独自で把握するなど事業に対しての提案
をはかる（対象者見込数：7,100人）。 %

一般財源 24,597

前年度比
一財縮減額

-1,200 0 0

一財縮減額累計 -5,733 -933 0 一財縮減達成率 0

全体計画作成日 H19.1.16 更新日
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% 計画全体の取組み進度 %

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
宅老所の新規開設に係る準備金や毎月の運営費について支援する経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0302-03010432 課コード 302 課名 福祉課 496 千円

款 項 目 細目
宅老所運営費

一般財源

3 1 4 32 496 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
新規宅老所が精華地区にて開設。傾聴ボランティアの学習
を広めながら、高齢者が参加しやすい環境づくりを目指す。 496

%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 496
担当課 イ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 496
包括支援センターや高齢者支援センター等の関係機関を
通じて介護予防の一環としてより多くの参加者が見込めるよ
う広報活動支援をする。

一般財源 496

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 496
既存宅老所がその運営を軌道にのせるまでに培ったノウハ
ウを他の地域での設立準備に役立たせるよう働きかけをし、
地域の企画力向上に向けて支援をしていく。

0 0

%
変更履歴

一般財源 496

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 496
既存宅老所がその運営を軌道にのせるまでに培ったノウハ
ウを他の地域での設立準備に役立たせるよう働きかけをし、
地域の企画力向上に向けて支援をしていく。

%

一般財源 496

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 496
地域の身近な高齢者サロンとして定着した優れた活動を他
地域でも実施できるよう支援する。 %

一般財源 496

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.11 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
母親クラブは、各地域の児童館・児童センターを拠点に、世代を超えた交流活動、研修活動、奉仕活動
を行っている団体であり、その団体に対する（市内６クラブ）活動への補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0304-03020405 課コード 304 課名 子ども支援課 1,512 千円

款 項 目 細目
母親クラブ活動助成費

一般財源

3 2 4 5 504 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
1.児童館などと連携し、1クラブあたりへの助成内容について
の見直し(拡大)を検討する。

　
(参考)県補助予算措置がされていないため一般財源措置。
助成予定数（6ｸﾗﾌﾞ：坂上、大原、中央、太平、脇之島、南
姫）１ｸﾗﾌﾞあたり助成額189千円

1,134
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 1,134
担当課 ウ

行革専門部会 オ

活動が縮小傾向にある。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-630 0

20

事業費 1,134
1.見直しに伴う既存クラブへの説明。
2.児童館と連携して、拡大を図る。
助成予定ｸﾗﾌﾞ数：6（１ｸﾗﾌﾞあたり助成額189千円）

一般財源 1,134
少子化、育児不安に対する
支援事業であり、市民との協
働で継続する。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 1,134
1.見直し案の実施。(H21.4)
助成予定ｸﾗﾌﾞ数：6（１ｸﾗﾌﾞあたり助成額189千円）

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,134

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,323
1.児童館などと連携し、笠原区域のｸﾗﾌﾞ新設を支援。
助成予定ｸﾗﾌﾞ数：7（１ｸﾗﾌﾞあたり助成額189千円） %

一般財源 1,323

前年度比
一財縮減額

-189 0 0

23

事業費 1,512
1.新規クラブ数の増。
助成予定ｸﾗﾌﾞ数：8（１ｸﾗﾌﾞあたり助成額189千円） %

一般財源 1,512

前年度比
一財縮減額

-189 0 0

一財縮減額累計 -1,008 -630 0 一財縮減達成率 0



19/59

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.9 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
食生活改善推進協議会への負担金、口腔保健協議会、准看護学校への補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0331-04010113 課コード 331 課名 保健センター 1,297 千円

款 項 目 細目
保健衛生関係団体活動助成費

一般財源

4 1 1 13 1,297 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
食生活改善協議会、准看護学校、口腔保健協議会の事業
内容は、年々拡大及び充実していく予定であるが、それに
対する補助金は増額しない。（但し、食改協の会員の人数に
より金額の変更有り）

1,261
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 1,261
担当課 ウ

行革専門部会 オ

各団体の運営費であり原則
廃止。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

36 0

20

事業費 1,261
食生活改善協議会、准看護学校、口腔保健協議会の事業
内容は、年々拡大及び充実していく予定であるが、それに
対する補助金は増額しない。（但し、食改協の会員の人数に
より金額の変更有り）一般財源 1,261

いずれの団体とも精力的に運
営されており、支援は必要。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 1,261
食生活改善協議会、准看護学校、口腔保健協議会の事業
内容は、年々拡大及び充実していく予定であるが、それに
対する補助金は増額しない。（但し、食改協の会員の人数に
より金額の変更有り）

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,261

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,261
食生活改善協議会、准看護学校、口腔保健協議会の事業
内容は、年々拡大及び充実していく予定であるが、それに
対する補助金は増額しない。（但し、食改協の会員の人数に
より金額の変更有り）

%

一般財源 1,261

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,261
食生活改善協議会、准看護学校、口腔保健協議会の事業
内容は、年々拡大及び充実していく予定であるが、それに
対する補助金は増額しない。（但し、食改協の会員の人数に
より金額の変更有り）

%

一般財源 1,261

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 36 36 0 一財縮減達成率 0



20/59

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.9 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市民の夜間医療体制確立支援のための補助金（夜間在宅当番医；午後１０時～午前８時）や休日歯科
当番医への補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0331-04010122 課コード 331 課名 保健センター 11,098 千円

款 項 目 細目
夜間在宅当番医制運営費補助事業費

一般財源

4 1 1 22 11,098 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
１９年度からは、多治見市民病院のみで夜間在宅当番医を
実施することになる。円滑実施になるまで、補助金の減額は
しない。
休日歯科は当分年間８日実施するが、それ以上の拡大につ
いては、補助金を増額しない。

11,128
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 11,128
担当課 ウ

行革専門部会 イ

行政の支援が不可欠。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-30 0

20

事業費 11,098
夜間在宅当番医、休日歯科のそれぞれ事業拡大があって
も、補助金の増額はしない。

一般財源 11,098

前年度比
一財縮減額

30 0 0

21

事業費 11,098
夜間在宅当番医、休日歯科のそれぞれ事業拡大があって
も、補助金の増額はしない。

0 0

%
変更履歴

一般財源 11,098

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 11,098
夜間在宅当番医については、市民病院建替えに併せ事業
の見直しをする。金額的には未定。
休日歯科も事業実施方法を見直しする。場合によっては、
補助金の廃止も視野に入れる。

%

一般財源 11,098

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 11,098
前年度の結果による。

%

一般財源 11,098

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 -30 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
「メダカサミット」などの総合環境学習会を開催し、環境学習を進めるための経費。
19年度から環境関連団体の交流とＰＲのための「環境フェア」を開催する経費を、4.2.1.17循環型社会シ
ステム構想関係費から移行。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0401-04010620 課コード 401 課名 環境課 20 千円

款 項 目 細目
総合環境学習事業関係費

一般財源

4 1 6 20 20 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
・子ども達の夏休みに合わせ総合環境学習会「メダカサミッ
ト」などを、自然環境団体が中心となり開催。
・環境関連団体による「環境フェア実行委員会」が主体となり
「環境フェア」を開催。

239
%

作業主体 結果

事務局 オ

一般財源 239
担当課 オ

行革専門部会 イ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-219 0

20

事業費 239
・子ども達の夏休みに合わせ総合環境学習会「メダカサミッ
ト」などを、自然環境団体が中心となり開催。
・環境関連団体による「環境フェア実行委員会」が主体となり
「環境フェア」を開催。一般財源 239

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 239
・子ども達の夏休みに合わせ総合環境学習会「メダカサミッ
ト」などを、自然環境団体が中心となり開催。
・環境関連団体による「環境フェア実行委員会」が主体となり
「環境フェア」を開催。

0 0

%
変更履歴

一般財源 239

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 239
・子ども達の夏休みに合わせ総合環境学習会「メダカサミッ
ト」などを、自然環境団体が中心となり開催。
・環境関連団体による「環境フェア実行委員会」が主体となり
「環境フェア」を開催。

%

一般財源 239

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 239
・子ども達の夏休みに合わせ総合環境学習会「メダカサミッ
ト」などを、自然環境団体が中心となり開催。
・環境関連団体による「環境フェア実行委員会」が主体となり
「環境フェア」を開催。

%

一般財源 239

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 -219 -219 0 一財縮減達成率 0



22/59

第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
循環型社会形成のための調査研究費。里帰り商品の販売促進等によりＰＲを実施。また、環境関連団体
の交流と活動などをＰＲを行う「環境フェア」を開催するための経費。
「環境フェア」開催関係経費については、19年度から4.1.620総合環境学習事業関係費へ移行。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0401-04020117 課コード 401 課名 環境課 1,113 千円

款 項 目 細目
循環型社会システム構想関係費

一般財源

4 2 1 17 713 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費

里帰り商品「じゅんぐり」のＰＲを環境関連団体と協力し、販
売を促進することにより環境啓発を行い、循環型社会システ
ムの推進を図る。

251
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 84
担当課 イ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

629 0

20

事業費 251

里帰り商品「じゅんぐり」のＰＲを環境関連団体と協力し、販
売を促進することにより環境啓発を行い、循環型社会システ
ムの推進を図る。

一般財源 84

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 251

里帰り商品「じゅんぐり」のＰＲを環境関連団体と協力し、販
売を促進することにより環境啓発を行い、循環型社会システ
ムの推進を図る。

0 0

%
変更履歴

一般財源 84

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 251

里帰り商品「じゅんぐり」のＰＲを環境関連団体と協力し、販
売を促進することにより環境啓発を行い、循環型社会システ
ムの推進を図る。

%

一般財源 84

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 251

里帰り商品「じゅんぐり」のＰＲを環境関連団体と協力し、販
売を促進することにより環境啓発を行い、循環型社会システ
ムの推進を図る。

%

一般財源 84

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 629 629 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H18.2.26 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
美化計画に掲げる事業実施に係る経費で、美化推進重点地区の指定や推進団体に対する掃除道具貸
出等の支援、市民の環境美化意識やモラルの向上を促すための啓発物品の作製や講座の開催を実施
します。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0401-0402011 課コード 401 課名 環境課 1,199 千円

款 項 目 細目
環境美化推進関係費

一般財源

4 2 1 18 614 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
本事業については、条例（多治見市をごみの散らばってい
ないきれいなまちにする条例）に規定する範囲において支
出すべき予算を計上している状況であり縮減は困難である。
なお、主たる活動は、既に推進協議会（市民）主体で行われ
ている状況である。

2,458
%

作業主体 結果

事務局

一般財源 50
担当課

行革専門部会

% 行革推進本部会議

前年度比
一財縮減額

564 0

20

事業費 1,200
本事業については、条例（多治見市をごみの散らばってい
ないきれいなまちにする条例）に規定する範囲において支
出すべき予算を計上している状況であり縮減は困難である。
なお、主たる活動は、既に推進協議会（市民）主体で行われ
ている状況である。

一般財源 48

前年度比
一財縮減額

2 0 0

21

事業費 2,200
本事業については、条例（多治見市をごみの散らばってい
ないきれいなまちにする条例）に規定する範囲において支
出すべき予算を計上している状況であり縮減は困難である。
なお、主たる活動は、既に推進協議会（市民）主体で行われ
ている状況である。事業費増加は、市が負担すべき重点地
区指定範囲の拡大（３年毎に指定・見直し）に伴う啓発看板
作製費である。

0 0

%
変更履歴

一般財源 45

前年度比
一財縮減額

3

22

事業費 1,200
本事業については、条例（多治見市をごみの散らばってい
ないきれいなまちにする条例）に規定する範囲において支
出すべき予算を計上している状況であり縮減は困難である。
なお、主たる活動は、既に推進協議会（市民）主体で行われ
ている状況である。

%

一般財源 43

前年度比
一財縮減額

2 0 0

23

事業費 1,200
本事業については、条例（多治見市をごみの散らばってい
ないきれいなまちにする条例）に規定する範囲において支
出すべき予算を計上している状況であり縮減は困難である。
なお、主たる活動は、既に推進協議会（市民）主体で行われ
ている状況である。

%

一般財源 40

前年度比
一財縮減額

3 0 0

一財縮減額累計 574 564 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
勤労青少年ホームの管理運営に要する経費。

18年度当初

事業費

管理番号 1-0403-05010204 課コード 403 課名 商工観光課 6,514 千円

款 項 目 細目
勤労青少年ホーム管理運営費

一般財源

5 1 2 4 5,603 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
１．市民団体等へ委託するための調整・折衝(～H19.8）
２．【委託可能な場合】委託者決定（～H19.12)
３．【委託可能な場合】契約・引継ぎ（～H20.1～3)

6,587
%

作業主体 結果

事務局 オ

一般財源 5,469
担当課 ウ

行革専門部会 オ

最終的に廃止。

% 行革推進本部会議 オ

前年度比
一財縮減額

134 0

20

事業費 5,587
１．【委託実現の場合】管理委託の実施・フォロー（H20.4～）
　　＊管理委託により、管理運営費および職員の事務量削
減
２．利用者・市民との連携協力を重視した管理運営を実施
３．使用料等の見直し

一般財源 4,469
公の施設のまま、新たな管理
運営を検討。将来的には廃
止。

前年度比
一財縮減額

1,000 0 0

21

事業費 5,587
１．利用者・市民との連携協力を重視した管理運営を実施
２．使用料の変更（H21.4～）
　　*使用料の値上げにより一般財源の削減

0 0

%
変更履歴

一般財源 4,369
07/01/31本部会議
可能な限り利用を続けることと
し、「ウ」とするが、将来的に廃
止することを明記する。

前年度比
一財縮減額

100

22

事業費 5,587
１．利用者・市民との連携協力を重視した管理運営を実施

%

一般財源 4,369

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 5,587
１．利用者・市民との連携協力を重視した管理運営を実施
２．施設の耐久度や使用実態等を熟慮し、継続又は廃止時
期など、中長期的展望を見直し

%

一般財源 4,369

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 1,234 134 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２１年度 （事業概要）
市制記念日に合わせて開催される花火大会、七夕まつりへの補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-02011311 課コード 403 課名 商工観光課 7,470 千円

款 項 目 細目
市制記念関連事業助成費

一般財源

2 1 13 11 7,470 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
主催関係団体のみならず、市民も主体的に関わることができ
る催事となるよう求めていく。 7,290

%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 7,290
担当課 ウ

行革専門部会 エ

市民の自発的な活動に期待
する（花火大会）

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

180 0

20

事業費 7,290
主催関係団体のみならず、市民も主体的に関わることができ
る催事となるよう求めていく。

一般財源 7,290
全市的なイベントとして行政
が関わって支援すべき。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 7,290
主催関係団体のみならず、市民も主体的に関わることができ
る催事となるよう求めていく。

0 0

%
変更履歴

一般財源 7,290

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 7,290
%

一般財源 7,290

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 7,290
%

一般財源 7,290

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 180 180 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
商店街活性化として、市内５商店街の街路灯電灯料への補助と笠原町商工会のまちづくり事業、プレミ
アム商品券発行事業への補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010205 課コード 403 課名 商工観光課 1,228 千円

款 項 目 細目
商店街振興対策事業費

一般財源

7 1 2 5 1,228 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
笠原町商工会が行う｢プレミアム商品券発行事業｣に対する
補助を廃止する。 328

%

作業主体 結果

事務局 オ

一般財源 328
担当課 ウ

行革専門部会 オ

団体の自立に期待する。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

900 0

20

事業費 148
笠原町商工会が行う｢まちづくり事業｣に対する補助を、｢経
営改善普及事業補助金｣に一本化し、その中で笠原町商工
会が、各補助メニューを考慮し、必要なものに補助を行って
いただく。一般財源 148

前年度比
一財縮減額

180 0 0

21

事業費 148

0 0

%
変更履歴

一般財源 148

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 148
%

一般財源 148

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 148
%

一般財源 148

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 1,080 900 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市内中小企業者が人材育成に注力できるよう中小企業大学校の講座を受講した際に経費の一部を補
助したり、笠原町商工会がＩＴ研修会等開催するための補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010206 課コード 403 課名 商工観光課 333 千円

款 項 目 細目
中小企業振興対策事業費

一般財源

7 1 2 6 333 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費 303
%

作業主体 結果

事務局 オ

一般財源 303
担当課 ウ

行革専門部会 オ

業界の自立に期待する。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

30 0

20

事業費 153
笠原町商工会が行う｢情報化モデル事業｣に対する補助を、
｢経営改善普及事業補助金｣に一本化し、その中で笠原町
商工会が、各補助メニューを考慮し、必要なものに補助を
行っていただく。一般財源 153

前年度比
一財縮減額

150 0 0

21

事業費 153

0 0

%
変更履歴

一般財源 153

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 153
%

一般財源 153

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 153
%

一般財源 153

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 180 30 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
ジェトロ岐阜に対する貿易情報サービス負担金、香港など海外見本市出展に対する補助金。
海外見本市出展事業については、すでにＨ１７年度縮減（約３５％）済。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010208 課コード 403 課名 商工観光課 880 千円

款 項 目 細目
地場産業貿易振興対策費

一般財源

7 1 2 8 880 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
ジェトロ岐阜から提供される貿易関連情報等に基づいて、業
界との連携協力を図る。 880

%

作業主体 結果

事務局 オ

一般財源 880
担当課 ウ

行革専門部会 オ

市民、業界の自発的な活動
に期待する。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 880
ジェトロ岐阜から提供される貿易関連情報等に基づいて、業
界との連携協力を図る。

一般財源 880
行政が関わって支援すべきと
考える。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 880
ジェトロ岐阜から提供される貿易関連情報等に基づいて、業
界との連携協力を図る。

0 0

%
変更履歴

一般財源 880

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 880
ジェトロ岐阜から提供される貿易関連情報等に基づいて、業
界との連携協力を図る。 %

一般財源 880

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 880
ジェトロ岐阜から提供される貿易関連情報等に基づいて、業
界との連携協力を図る。 %

一般財源 880

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２１年度 （事業概要）
県デザイン協議会負担金。陶磁器の鉛毒対策、品質改善普及をはかり、食卓用食器の安全確保の遵守
を勧奨するための補助金や、新商品開発及び需要開拓のための補助金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010209 課コード 403 課名 商工観光課 2,950 千円

款 項 目 細目
地場産業技術開発費

一般財源

7 1 2 9 2,950 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
他の補助事業とのバランス等を再検証する。
市単補助金について、県補助などに切り替えていくよう求め
る。

2,930
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 2,930
担当課 ウ

行革専門部会 オ

費用対効果が期待できない。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

20 0

20

事業費 1,580
市単補助金について、県補助などに切り替えていくよう求め
る。

一般財源 1,580
市の支援は必要と考えるが、
評価や内容についての精査
が必要。

前年度比
一財縮減額

1,350 0 0

21

事業費 480
%

0

変更履歴
一般財源 480

前年度比
一財縮減額

1,100 0

22

事業費 480

一般財源 480

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

23

事業費 480

一般財源 480

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

一財縮減額累計 2,470 20 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 １９年度 （事業概要）
発明くふう展の開催や少年少女発明クラブの運営する経費です。また、発明くふう展実行委員会、発明
協会岐阜支部への負担金、同支部多治見支会への補助金。実施主体は社団法人発明協会岐阜県支
部多治見支会。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010211 課コード 403 課名 商工観光課 650 千円

款 項 目 細目
発明工夫奨励費

一般財源

7 1 2 11 650 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
市民が自ら作品を出品し、発明くふうする楽しさと創作する
喜びの体得ができ、豊かな観察力と創造力を養うための場
を提供するために多治見市少年少女発明クラブ及び発明協
会多治見支会の連携協力を得て、発明くふう展の準備・作
品審査等を行う。

650
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 650
担当課 ウ

行革専門部会 オ

団体の自立に期待する。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 650

一般財源 650
協会との協働により実施する
べき。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 650

0 0

%
変更履歴

一般財源 650

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 650
%

一般財源 650

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 650
%

一般財源 650

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見駅や市役所などに毎年設置する美濃焼風鈴、美濃焼の魅力をPRする美濃焼情報誌の製作に係
る経費。すでに民間団体等と協働して事業を実施している。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010212 課コード 403 課名 商工観光課 1,563 千円

款 項 目 細目
美濃焼ＰＲ事業費

一般財源

7 1 2 12 1,501 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
PR誌への取材協力の拡大を図る。美濃焼風鈴等の設置協
力を求める。 1,563

%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 1,462
担当課 ウ

行革専門部会 エ

市民の自発的な活動に期待
する（風鈴、パンフ）

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

39 0

20

事業費 1,563
PR誌への取材協力の拡大を図る。美濃焼風鈴等の設置協
力を求める。

一般財源 1,462
行政が関わって支援すべき。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 1,563
PR誌への取材協力の拡大を図る。美濃焼風鈴等の設置協
力を求める。

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,462

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,563
PR誌への取材協力の拡大を図る。美濃焼風鈴等の設置協
力を求める。 %

一般財源 1,462

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,563
PR誌への取材協力の拡大を図る。美濃焼風鈴等の設置協
力を求める。 %

一般財源 1,462

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 39 39 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見の街全体をミュージアムとして見立てて紹介する「多治見まちの小さなミュージアム」事業、陶産地
の施設を充実させるための、製造工程公開可能な窯元等に対するギャラリー・ショールーム等整備補助
等の経費。本事業については全面的に市民・民間との協働の上に成り立っている。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010234 課コード 403 課名 商工観光課 2,519 千円

款 項 目 細目
陶産地施設充実事業費

一般財源

7 1 2 34 2,519 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
陶磁器以外の工芸品にも補助対象の枠を広げ、積極的な
PRを通じて利用者を増やすことで連携協力を図っていく。 1,519

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 1,519
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

1,000 0

20

事業費 2,519
陶磁器以外の工芸品にも補助対象の枠を広げ、積極的な
PRを通じて利用者を増やすことで連携協力を図っていく。

一般財源 2,519

前年度比
一財縮減額

-1,000 0 0

21

事業費 1,519
陶磁器以外の工芸品にも補助対象の枠を広げ、積極的な
PRを通じて利用者を増やすことで連携協力を図っていく。

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,519

前年度比
一財縮減額

1,000

22

事業費 2,519
陶磁器以外の工芸品にも補助対象の枠を広げ、積極的な
PRを通じて利用者を増やすことで連携協力を図っていく。 %

一般財源 2,519

前年度比
一財縮減額

-1,000 0 0

23

事業費 1,519
陶磁器以外の工芸品にも補助対象の枠を広げ、積極的な
PRを通じて利用者を増やすことで連携協力を図っていく。 %

一般財源 1,519

前年度比
一財縮減額

1,000 0 0

一財縮減額累計 1,000 1,000 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見市の中心市街地活性化のために活動するたじみまちづくり株式会社（ＴＭＯ）が、駅前商店街の
空き店舗を活用して行う「ふれあいサロン」運営への補助等。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010237 課コード 403 課名 商工観光課 2,221 千円

款 項 目 細目
ＴＭＯ関係事業費

一般財源

7 1 2 37 2,221 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
｢ふれあいサロン｣への運営補助を止め、｢ふれあいサロン｣
が自主運営できるよう、TMOが｢ふれあいサロン｣で実施する
中心市街地活性化事業に対して事業の提案や、イベント等
での協力を行ない、事業費としての補助を行う。

1,336
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 1,336
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

885 0

20

事業費 1,336
同上

一般財源 1,336

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 1,336
同上

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,336

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,336
同上

%

一般財源 1,336

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,336
同上

%

一般財源 1,336

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 885 885 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２２年度 （事業概要）
市之倉や笠原、下石、駄知など広域連携で行う陶器まつり、国内陶産地との協働ＰＲ、セラミックパーク
MINOで開催される美濃焼新作展示会、新作見本市等を支援する経費。旧多治見市と旧笠原町との補
助金の均衡をはかる。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010245 課コード 403 課名 商工観光課 7,456 千円

款 項 目 細目
陶産地地場産業販路拡張対策費

一般財源

7 1 2 45 7,456 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
他の補助事業とのバランス等を再検証する。
かさはら窯ぐれ祭りについて、自主的運営を促すとともに、補
助金を減額。

6,926
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 6,926
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

530 0

20

事業費 6,426
かさはら窯ぐれ祭りに対する補助金の減額

一般財源 6,426

前年度比
一財縮減額

500 0 0

21

事業費 5,926
かさはら窯ぐれ祭りに対する補助金の減額

0 0

%
変更履歴

一般財源 5,926

前年度比
一財縮減額

500

22

事業費 5,426
かさはら窯ぐれ祭りに対する補助金の減額

%

一般財源 5,426

前年度比
一財縮減額

500 0 0

23

事業費 5,426

一般財源 5,426

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

一財縮減額累計 2,030 530 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２１年度 （事業概要）
東京ドームで開催される「テーブルウェア・フェスティバル」やナゴヤドームで開催される「ドームやきもの
ワールド」など、大消費地での販路拡大に向けた展示会出展や販路開拓に向けた有志団体を支援する
経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010246 課コード 403 課名 商工観光課 10,284 千円

款 項 目 細目
消費地地場産業販路拡張対策費

一般財源

7 1 2 46 10,284 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
他の補助事業とのバランス等を再検証する。
美濃焼振興協会等に対する補助金の減額。 13,954

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 10,954
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-670 0

20

事業費 13,754
美濃焼振興協会等に対する補助金の減額。

一般財源 10,754

前年度比
一財縮減額

200 0 0

21

事業費 13,554
美濃焼振興協会等に対する補助金の減額。

0 0

%
変更履歴

一般財源 10,554

前年度比
一財縮減額

200

22

事業費 13,554

一般財源 10,554

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

23

事業費 13,554

一般財源 10,554

前年度比
一財縮減額

0 0

%

0

一財縮減額累計 -270 -670 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市の観光宣伝を実施するため、観光ポスターやパンフレットを作成。状況に応じて３～５年に一度くらいリ
ニューアルする。また、平成１９年１０月～１２月に行われるJRグループや県、観光団体等で実施する大
型観光キャンペーン「ディスティネーションキャンペーン」に伴う案内サイン・看板作製、全国フィルムコミッ
ション連絡協議会に対する負担金、穴窯・登り窯フェアの開催等。平成１８年１２月には「観光立国推進基
本法」が制定されたことにより、観光行政に対する取組みを強化する。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010302 課コード 403 課名 商工観光課 6,096 千円

款 項 目 細目
観光宣伝事業費

一般財源

7 1 3 2 5,994 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
観光パンフレットについて、リニューアルを３～５年に一度に
する。在庫次第で増刷することにする。
多治見市観光協会等と一層連携して事業を実施する。

5,514
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 4,725
担当課 イ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

1,269 0

20

事業費 5,014
広告宣伝について、限られた予算内で最大のPRができるよ
うな工夫をし、無料で掲載することのできる雑誌やミニコミ
誌、HPなどを利用してPRするよう努力する。

一般財源 4,807

前年度比
一財縮減額

-82 0 0

21

事業費 5,014
広告宣伝について、限られた予算内で最大のPRができるよ
うな工夫をし、無料で掲載することのできる雑誌やミニコミ
誌、HPなどを利用してPRするよう努力する。

0 0

%
変更履歴

一般財源 4,807

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 7,014
観光パンフレット等のリニューアル

%

一般財源 6,808

前年度比
一財縮減額

-2,001 0 0

23

事業費 5,014
広告宣伝について、限られた予算内で最大のPRができるよ
うな工夫をし、無料で掲載することのできる雑誌やミニコミ
誌、HPなどを利用してPRするよう努力する。

%

一般財源 4,807

前年度比
一財縮減額

2,001 0 0

一財縮減額累計 1,187 1,269 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

　

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２１年度 （事業概要）
市内各地域で開催される陶器まつり、多治見まつりへの補助金。すでにそれぞれのまつりに対して平成
１６年度から３０％を目標に削減を行ってきた。全体の予算の中で、来場者のお楽しみ行事（大道芸など）
を縮小しているものの、臨時駐車場の確保やそのための案内表示・広告、また年々厳しくなる交通規制
や安全対策に対する警備費用などが増加していくため、総予算額はこれ以上削減することが難しい。警
備について、市民有志に依頼するのは責任所在の観点から難しく、プロに委ねざるを得ない。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010303 課コード 403 課名 商工観光課 5,643 千円

款 項 目 細目
全市的催事助成費

一般財源

7 1 3 3 5,643 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
主催関係団体のみならず、市民も主体的に関わることができ
る催事となるよう求めていく。 5,643

%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 5,643
担当課 ウ

行革専門部会 エ

市民、業界の自発的な活動
に期待する。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 5,643
主催関係団体のみならず、市民も主体的に関わることができ
る催事となるよう求めていく。

一般財源 5,643
業界の活力を支援する必要
がある。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 5,643
主催関係団体のみならず、市民も主体的に関わることができ
る催事となるよう求めていく。

0 0

%
変更履歴

一般財源 5,643

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 5,643
%

一般財源 5,643

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 5,643
%

一般財源 5,643

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
本町、市之倉、共栄地区に続き、市民参画のまちづくりによる産業観光の振興を図る（第４のオリベスト
リートを目指す）。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010316 課コード 403 課名 商工観光課 12,350 千円

款 項 目 細目
市民参画型まちづくりシステムモデル事業費

一般財源

7 1 3 16 2,350 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
H18年度の高田・小名田地域について調査研究委託したの
で、その結果を踏まえた上で、NPO「たかた・おなだ」を中心
にまちづくり活動を行っていく。また地域活性化センターから
助成を受けて、拠点も整備できたため、市民参画による産業
観光「高田・小名田オリベストリート」の振興が可能となった。
第４のオリベストリートとなり得る地域を模索。

0
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 0
担当課 ウ

行革専門部会 オ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

2,350 0

20

事業費 250
第４のオリベストリートとなり得る地域を模索。

一般財源 250
行政が関わって支援すべき。

前年度比
一財縮減額

-250 0 0

21

事業費 250
第４のオリベストリートとなり得る地域を模索。

0 0

%
変更履歴

一般財源 250

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 2,000
第４のオリベストリートの構築

%

一般財源 2,000

前年度比
一財縮減額

-1,750 0 0

23

事業費 250
第５のオリベストリートの模索

%

一般財源 250

前年度比
一財縮減額

1,750 0 0

一財縮減額累計 2,100 2,350 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
平成２０年にセラミックパークMINOで開催される国際陶磁器フェスティバル美濃の実施に向けた同実行
委員会に対する負担金。H20以降の負担金額は未定。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0403-07010601 課コード 403 課名 商工観光課 6,840 千円

款 項 目 細目
国際陶磁器フェスティバル関連費

一般財源

7 1 6 1 6,818 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
実行委員会への働きかけ

12,850
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 12,837
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-6,019 0

20

事業費 71,985
従前の補助金を伴う協賛催事を縮小し、自主的なものを求
めていく

一般財源 71,900
行政が関わって支援すべき。

前年度比
一財縮減額

-59,063 0 0

21

事業費 6,500
実行委員会への働きかけ

0 0

%
変更履歴

一般財源 6,500

前年度比
一財縮減額

65,400

22

事業費 12,800
実行委員会への働きかけ

%

一般財源 12,800

前年度比
一財縮減額

-6,300 0 0

23

事業費 71,000
従前の補助金を伴う協賛催事を縮小し、自主的なものを求
めていく %

一般財源 71,000

前年度比
一財縮減額

-58,200 0 0

一財縮減額累計 -64,182 -6,019 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.11 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市民が行う美しい風景づくりへの支援として、風景づくり団体への助成や多治見を代表する風景を市民
遺産として指定、補助する事業。
●風景づくり団体　２団体（17年度末現在）
●風景市民遺産　１箇所（17年度末現在）

18年度当初

事業費

管理番号 3-0501-08040165 課コード 501 課名 都市政策課 2,600 千円

款 項 目 細目
風景づくり支援事業費

一般財源

8 4 1 65 2,600 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
・風景づくりの推進には、市民の活発な活動が必要であり、
新たに3団体を増やし5団体となるよう啓発し認定していく。
・市民遺産については、市民アンケートで守っていきたい風
景として選ばれた修道院を新たに指定出来るよう関係者と協
議する。
・風景づくり団体 5団体
・風景市民遺産 2箇所

5,000
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 5,000
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-2,400 0

20

事業費 5,000
・新たな団体認定に向け啓発していく。
・市民団体と共に風景づくり風景づくりを推進していく。
・風景づくり団体のうち、池田町屋の自然を育む会は助成期
間が満了となった。
・風景づくり団体 6団体
・風景市民遺産 2箇所

一般財源 5,000

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 5,000
・新たな団体の認定に向け啓発していく。
・市民団体と共に風景づくり風景づくりを推進していく。
・風景づくり団体 6団体
・風景市民遺産 2箇所

0 0

%
変更履歴

一般財源 5,000

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 5,000
・新たな団体の認定に向け啓発していく。
・市民団体と共に風景づくり風景づくりを推進していく。
・風景づくり団体のうち、姫川の環境を考える会は助成期間
が満了となった。
・風景づくり団体 7団体
・風景市民遺産 2箇所

%

一般財源 5,000

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 5,000
・風景づくり団体については、H15年度の第1号認定から9年
が経過する。今後も新規の団体への助成を継続していくか
どうか検討し決定する。
・風景づくり団体 7団体
・風景市民遺産 2箇所

%

一般財源 5,000

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 -2,400 -2,400 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 18.12.18 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
笠原町神戸・栄地区の地権者が組合を組織して行う都市計画決定した土地区画整理事業（面積
10.4ha、地権者約140人、事業費約19億）に対し、国、県と共同して市も事業費の一部（約13％）を負担し
ます。18年度から建物移転を、19年度から道路築造、宅地整地工事を進め､23年度事業終了を目指して
います。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0503-08040172 課コード 503 課名 区画整理課 21,500 千円

款 項 目 細目
神戸・栄土地区画整理事業費

一般財源

8 4 1 72 1,080 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
都市計画決定された組合区画整理事業に対し、国・県と共
同して市も事業費の一部を負担することが「県土地区画整理
事業及び市街地再開発事業補助金交付要綱」に基づき定
められているため、事業費を縮減することはできないが、組
合事務局の充実を図ることで市の支援事務量を縮減し、ひ
いては平成22年4月1日時点で人員削減△１につなげていき
ます。

47,500
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 2,400
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-1,320 0

20

事業費 149,750
平成19年度に引き続き組合事務局の充実を図ることで市の
支援事務量を縮減していきます。

一般財源 7,550

前年度比
一財縮減額

-5,150 0 0

21

事業費 101,250
組合事務局と協働して事業の進捗に務め、早期完成を目指
していきます。

0 0

%
変更履歴

一般財源 5,150

前年度比
一財縮減額

2,400

22

事業費 83,250
組合事務局と協働して事業の進捗に務め、早期完成を目指
していきます。 %

一般財源 4,250

前年度比
一財縮減額

900 0 0

23

事業費 36,000
組合事務局と協働して事業の進捗に務め、今年度の事業終
了を目指していきます。 %

一般財源 1,800

前年度比
一財縮減額

2,450 0 0

一財縮減額累計 -720 -1,320 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市内126箇所の児童遊園の清掃や点検などの施設安全管理を市民と協働で実施。
各地域で活動を予定している児童遊園愛護会は68公園47団体あり、その1年間の活動に対しての謝礼
金。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-03020501 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 884 千円

款 項 目 細目
児童遊園地管理費（愛護会謝礼）

一般財源

3 2 5 1 884 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
市内126箇所の児童遊園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。その内町内老人会等10人
以上で構成され、年間を通じて活動している団体に対して謝
礼金を交付している。（児童遊園面積×6円＋10，000円）新
規愛護会の設立に向けPR等を行い拡大に努める。（愛護会
３団体の増）

938
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 938
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-54 0

20

事業費 990
市内126箇所の児童遊園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H20年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行い拡大に努める。愛護会３
団体の増加により71団体を予定。一般財源 990

前年度比
一財縮減額

-52 0 0

21

事業費 1,040
市内126箇所の児童遊園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H21年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行い拡大に努める。愛護会３
団体の増加により74団体を予定。

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,040

前年度比
一財縮減額

-50

22

事業費 1,090
市内126箇所の児童遊園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H22年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行い拡大に努める。愛護会３
団体の増加により77団体を予定。

%

一般財源 1,090

前年度比
一財縮減額

-50 0 0

23

事業費 1,140
市内126箇所の児童遊園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H23年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行い拡大に努める。愛護会３
団体の増加により80団体を予定。

%

一般財源 1,140

前年度比
一財縮減額

-50 0 0

一財縮減額累計 -256 -54 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
駅北公衆便所ほか2箇所の公衆便所の安全衛生管理を年間清掃委託（753千円）で実施。
また、トイレットペーパーや電気・水道などの需用費（430千円）をもって維持管理を実施。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-04010302 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 1,183 千円

款 項 目 細目
公衆便所管理費

一般財源

4 1 3 2 1,183 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
駅北公衆便所ほか2箇所の公衆便所の安全衛生管理を年
間清掃委託（1,178千円）で実施している。こうした公衆トイレ
は、多治見駅周辺市街地にあることから市民の使用頻度も
高い。今後駅周辺地域は、環境美化施策を重点的に投下し
て行く為、「美化推進重点地区」として市民と協働で取組み
が行われてゆくことが検討されていることから、公衆便所の清
掃美化活動など地域と連携した管理を検討。

1,178
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 1,178
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

5 0

20

事業費 1,183
駅北公衆便所ほか2箇所の公衆便所の安全衛生管理を年
間清掃委託（1,183千円）で実施している。こうした公衆トイレ
は、多治見駅周辺市街地にあることから市民の使用頻度も
高い。こうしたことから、「美化推進重点地区」として、駅周辺
地域の公衆便所清掃美化活動を「きれいなまちづくり団体」
等と連携しながら、市民と協働による安全衛生管理を検討。

一般財源 1,183

前年度比
一財縮減額

-5 0 0

21

事業費 1,183
駅北公衆便所ほか2箇所の公衆便所の安全衛生管理を年
間清掃委託（1,183千円）で実施している。こうした公衆トイレ
は、多治見駅周辺市街地にあることから市民の使用頻度も
高い。こうしたことから、「美化推進重点地区」として、駅周辺
地域の公衆便所清掃美化活動を「きれいなまちづくり団体」
等と連携しながら、市民と協働による安全衛生管理を検討。 0 0

%
変更履歴

一般財源 1,183

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,183
駅北公衆便所ほか2箇所の公衆便所の安全衛生管理を年
間清掃委託（1,183千円）で実施している。こうした公衆トイレ
は、多治見駅周辺市街地にあることから市民の使用頻度も
高い。こうしたことから、「美化推進重点地区」として、駅周辺
地域の公衆便所清掃美化活動を「きれいなまちづくり団体」
等と連携しながら、市民と協働による安全衛生管理を検討。

%

一般財源 1,183

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,183
駅北公衆便所ほか2箇所の公衆便所の安全衛生管理を年
間清掃委託（1,183千円）で実施している。こうした公衆トイレ
は、多治見駅周辺市街地にあることから市民の使用頻度も
高い。こうしたことから、「美化推進重点地区」として、駅周辺
地域の公衆便所清掃美化活動を「きれいなまちづくり団体」
等と連携しながら、市民と協働による安全衛生管理を検討。

%

一般財源 1,183

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 5 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
農業振興にかかる団体や農業祭実行委員会等への支援。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-06010322 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 2,055 千円

款 項 目 細目
農業振興助成費

一般財源

6 1 3 22 2,055 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
特に農業祭について、開催方法の検討により経費の削減に
努めるよう、実行委員会に働きかける。 1,995

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 1,995
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

60 0

20

事業費 1,995
特に農業祭について、開催方法の検討により経費の削減に
努めるよう、実行委員会に働きかける。

一般財源 1,995

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 1,995
特に農業祭について、開催方法の検討により経費の削減に
努めるよう、実行委員会に働きかける。

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,995

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,995
特に農業祭について、開催方法の検討により経費の削減に
努めるよう、実行委員会に働きかける。 %

一般財源 1,995

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,995
特に農業祭について、開催方法の検討により経費の削減に
努めるよう、実行委員会に働きかける。 %

一般財源 1,995

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 60 60 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
都市山麓の放置された里山で市民と協働により森づくりを進めるため、笠原中学校の笠原の森をはじめ
市内では、5つの森づくり団体が活動を行っている。
こうした団体に対して、森づくりの技術をはじめ、緑化木などの原材料(950千円)及び鉈やボランティア保
険など（223千円）の支援を国土交通省と連携して実施。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-06020125 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 1,173 千円

款 項 目 細目
土岐川流域グリーンベルト事業費

一般財源

6 2 1 25 1,173 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
市民との協働で森づくりを進めるために、平成１８年度現在５
団体の森づくり部会により実施している。新たに多治見中学
校（三ツ池の森）部会を育成する。縮減計画については、材
料支援緑化樹木の購入から、団体による苗木の育苗技術支
援等に取り組むなど支援材料費の縮減に努める。

1,153
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 1,153
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

20 0

20

事業費 1,000
新たな森づくり団体の育成拡大は、鉈や鋸など里山保全の
ための道具等の支援経費が増す要因となるが、安全性や耐
久性等を考慮し、必要最小限の支援に努める。又、材料支
援についても、種子からの育苗や間伐などで発生した森林
資源の有効活用を図りながら、経費の縮減に努める。＊1団
体増

一般財源 1,000

前年度比
一財縮減額

153 0 0

21

事業費 800
材料支援については、緑化苗木の育苗や保全管理で発生
した間伐材等の森林資源の有効活用を図り、経費の縮減に
努める。又、活動実績のある団体については、独り立ちでき
るリーダー団体として育成支援する。＊1団体増

0 0

%
変更履歴

一般財源 800

前年度比
一財縮減額

200

22

事業費 800
材料支援については、緑化苗木の育苗や保全管理で発生
した間伐材等の森林資源の有効活用を図り、経費の縮減に
努める。又、活動実績のある団体については、独り立ちでき
るリーダー団体として育成支援する。＊1団体増

%

一般財源 800

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 800
材料支援については、緑化苗木の育苗や保全管理で発生
した間伐材等の森林資源の有効活用を図り、経費の縮減に
努める。又、活動実績のある団体については、独り立ちでき
るリーダー団体として育成支援する。＊1団体増

%

一般財源 800

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 373 20 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見駅前及び北広場美化のために、年間清掃委託（714千円）で実施。
また、駅前及び北広場の花飾りを材料（16千円）提供しながら、市民ボランティアで実施。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-08020211 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 730 千円

款 項 目 細目
道路橋りょう維持費

一般財源

8 2 2 11 730 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
多治見駅前及び北広場美化のために、年間清掃委託（730千円）で
実施いる。多治見市の玄関口ということから車、人の往来も多く衛生
面からも日常美化が求められる。今後この駅周辺地域は、環境美化
施策を重点的に投下して行く為、「美化推進重点地区」として市民と
協働で取組みが行われてゆくことが検討されていることから、花壇・プ
ランター花飾り及び清掃美化活動など地域と連携しながら効率的な
維持管理に努める。

730
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 730
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 730
多治見駅前及び北広場美化のために、今後この駅周辺地
域は、環境美化施策を重点的に推進して行く為、「美化推進
重点地区」として、市民と協働で取組みが行われてゆくことが
検討されていることから、駅前及び北広場の花壇・プラン
ター花飾り及び清掃美化活動など地域の「きれいなまちづく
り団体］等の拡大と連携を図り、効率的な維持管理を検討。

一般財源 730

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 730
多治見駅前及び北広場美化のために、今後この駅周辺地
域は、環境美化施策を重点的に推進して行く為、「美化推進
重点地区」として、市民と協働で取組みが行われてゆくことが
検討されていることから、駅前及び北広場の花壇・プラン
ター花飾り及び清掃美化活動など地域の「きれいなまちづく
り団体］等の拡大と連携を図り、効率的な維持管理を検討。 0 0

%
変更履歴

一般財源 730

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 730
多治見駅前及び北広場美化のために、今後この駅周辺地
域は、環境美化施策を重点的に推進して行く為、「美化推進
重点地区」として、市民と協働で取組みが行われてゆくことが
検討されていることから、駅前及び北広場の花壇・プラン
ター花飾り及び清掃美化活動など地域の「きれいなまちづく
り団体］等の拡大と連携を図り、効率的な維持管理を検討。

%

一般財源 730

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 730
多治見駅前及び北広場美化のために、今後この駅周辺地
域は、環境美化施策を重点的に推進して行く為、「美化推進
重点地区」として、市民と協働で取組みが行われてゆくことが
検討されていることから、駅前及び北広場の花壇・プラン
ター花飾り及び清掃美化活動など地域の「きれいなまちづく
り団体］等の拡大と連携を図り、効率的な維持管理を検討。

%

一般財源 730

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市民参加の花づくり運動を推進するために、保育園等の公共施設や市民団体に対して年2回の花づくり
材料（3,101千円）を支援。
また民有地の花づくりを推進するため、花づくりコンクール（251千円）を通して啓発を実施。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-08040133 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 3,352 千円

款 項 目 細目
花づくり運動推進費

一般財源

8 4 1 33 3,352 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
市民参加の花づくり運動の推進のために、保育園・公園などの公共
施設市民花づくり団体に対して年２回の花材用支援を行っている。「１
９年度団体数」①市民団体80団体②公共施設90施設③春・秋グリー
ンフラワー大作戦　「支援花材料」総数28000株　縮減については、現
在団体の希望日により配布しているが、配布日の統一が可能な保育
園などの公共施設における花材料支援については、統一による花苗
の大量購入による安価苗の購入による経費の縮減に努める。

3,327
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 3,327
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

25 0

20

事業費 3,300
市民参加の花づくり運動の推進のために、保育園・公園などの公共
施設市民花づくり団体に対して年２回の花材用支援を実施。「20年度
団体数」①市民団体85団体②公共施設95施設③春・秋グリーンフラ
ワー大作戦　「支援花材料」総数29500株　縮減については、花苗の
大量購入による安価苗の購入による経費の縮減に努める。１団体年
間支援本数は１５０株を限度としているが、多年草などの活用を図り限
度株数の見直しにより経費の縮減に努める。

一般財源 3,300

前年度比
一財縮減額

27 0 0

21

事業費 3,000
市民参加の花づくり運動の推進のために、保育園・公園などの公共
施設市民花づくり団体に対して年２回の花材用支援を実施。「21年度
団体数」①市民団体90団体②公共施設100施設③春・秋グリーンフラ
ワー大作戦　「支援花材料」総数31000株　縮減については、花苗の
大量購入による安価苗の購入による経費の縮減に努める。１団体年
間支援本数は１0０株を限度とし、多年草などの活用を図り経費の縮
減に努める。 0 0

%
変更履歴

一般財源 3,000

前年度比
一財縮減額

300

22

事業費 3,000
市民参加の花づくり運動の推進のために、保育園・公園などの公共
施設市民花づくり団体に対して年２回の花材用支援を実施。「22年度
団体数」①市民団体95団体②公共施設105施設③春・秋グリーンフラ
ワー大作戦　「支援花材料」総数32500株　縮減については、花苗の
大量購入による安価苗の購入による経費の縮減に努める。１団体年
間支援本数は１0０株を限度とし、多年草や種子育苗等の活用を図り
経費の縮減に努める。

%

一般財源 3,000

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 3,000
市民参加の花づくり運動の推進のために、保育園・公園などの公共
施設市民花づくり団体に対して年２回の花材用支援を実施。「23年度
団体数」①市民団体100団体②公共施設110施設③春・秋グリーンフ
ラワー大作戦　「支援花材料」総数34000株　縮減については、花苗
の大量購入による安価苗の購入による経費の縮減に努める。１団体
年間支援本数は１0０株を限度とし、多年草や種子育苗等の活用を図
り経費の縮減に努める。

%

一般財源 3,000

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 352 25 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市内127箇所の都市公園の清掃や点検などの施設安全管理を市民と協働で実施。
各地域で活動を予定している公園愛護会は78公園65団体をあり、その活動に対する謝礼金（2，135千
円）。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0504-08040601 課コード 504 課名 農と緑と公園の課 1,795 千円

款 項 目 細目
公園維持管理費（愛護会謝礼）

一般財源

8 4 6 1 1,795 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
市内128箇所の都市公園の清掃や点検などの施設安全管理を市民と
協働で実施している。その内町内老人会等10人以上で構成され、年
間を通じて活動している団体に対して謝礼金を交付している。（都市
公園面積×6円＋10，000円）新規愛護会の設立に向けPR等を行う。
縮減については働きかけにより拡大であることから、現在の報奨金の
算出では増加となる。今後は報奨金制度について見直しも必要とな
る。（毎年愛護会３団体の増）

2,135
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 2,135
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-340 0

20

事業費 2,150
市内128箇所の都市公園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H20年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行う。愛護会３団体の増加に
より84公園を予定。報奨金は増額となるが要綱の見直しによ
り報奨金についてコスト縮減が図れないか検討を行う。

一般財源 2,150

前年度比
一財縮減額

-15 0 0

21

事業費 2,200
市内128箇所の都市公園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H20年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行う。愛護会３団体の増加に
より87公園を予定。報奨金は増額となるが要綱の見直しによ
り報奨金についてコスト縮減が図れないか検討を行う。

0 0

%
変更履歴

一般財源 2,200

前年度比
一財縮減額

-50

22

事業費 2,250
市内128箇所の都市公園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H20年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行う。愛護会３団体の増加に
より90公園を予定。報奨金は増額となるが要綱の見直しによ
り報奨金についてコスト縮減が図れないか検討を行う。

%

一般財源 2,250

前年度比
一財縮減額

-50 0 0

23

事業費 2,300
市内128箇所の都市公園の清掃や点検などの施設安全管
理を市民と協働で実施している。H20年度新たな愛護会の
設立に向けてPR等働きかけを行う。愛護会３団体の増加に
より93公園を予定。報奨金は増額となるが要綱の見直しによ
り報奨金についてコスト縮減が図れないか検討を行う。

%

一般財源 2,300

前年度比
一財縮減額

-50 0 0

一財縮減額累計 -505 -340 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.16 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
放置自転車の防止や監視業務、放置自転車に対する処理を行う経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0601-02011104 課コード 601 課名 建設総務課 819 千円

款 項 目 細目
放置自転車等対策費

一般財源

2 1 11 4 819 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
　監視から撤去までの一連の業務を委託するよう内容を検討
する。（現在は監視業務のみ委託。撤去は職員が不定期に
行っており、本来の目的が十分に達成できていない。監視か
ら撤去までの業務を委託することにより委託料は増えるが、
職員の負担は減り、他の業務に専念できる。）
また、近隣の事業所等に自転車を放置しないよう監視の協
力を求めていく。

817
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 817
担当課 イ

行革専門部会 ウ

市民や民間が実施する方が
効果的ではないか。

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

2 0

20

事業費 1,326
H１９で検討した内容での委託。

一般財源 1,326

前年度比
一財縮減額

-509 0 0

21

事業費 1,326

同　　上

0 0

%
変更履歴

一般財源 1,326

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 1,326

同　　上

%

一般財源 1,326

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 1,326

同　　上

%

一般財源 1,326

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 -507 2 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市道の美化清掃ボランティアを募集し、清掃用具等の支援。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0601-08020112 課コード 601 課名 建設総務課 50 千円

款 項 目 細目
たじみロードサポーター事業費

一般財源

8 2 1 12 0 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
現在ボランティア団体により事業を実施しているが、今後も
広報等により事業を広くPRし、ボランティアの参加を促してい
く。

53
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 0
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

道具、ごみ袋などの手当ては
不可欠

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 200
広報等により事業を広くPRし、参加を促していく。

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 200
広報等により事業を広くPRし、参加を促していく。

0 0

%
変更履歴

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 200
広報等により事業を広くPRし、参加を促していく。

%

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 200
広報等により事業を広くPRし、参加を促していく。

%

一般財源 0

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
水辺に安心して親しむ環境を創出するため「めだかの学校」構想の一環として、熱意のある地域に材料
を支給し協働で整備している。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0603-06010520 課コード 603 課名 道路河川課 700 千円

款 項 目 細目
めだかの学校構想整備事業費

一般財源

6 1 5 20 700 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
　　平成１７年度から材料を支給しボランティアによる協働作
業で行っています。今後も整備拡大を実施する予定であり、
原材料費は必要。

700
%

作業主体 結果

事務局 エ

一般財源 700
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

原材料などの手当ては不可
欠

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 700

同上一般財源 700

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 700

同上

0 0

%
変更履歴

一般財源 700

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 700

同上

%

一般財源 700

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 700

同上

%

一般財源 700

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.10 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 （事業概要）
笠原町独自の事業に要する経費（軽スポーツ事業の開催、かさはらいこまい祭り・スポレクかさはら・ソフト
バレーボール大会の事業委託）及び各種団体への活動補助。

18年度当初

事業費

管理番号 3-0901-02011006 課コード 901 課名 地域振興課 6,773 千円

款 項 目 細目
笠原地域交流事業関係費

一般財源

2 1 10 6 6,604 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
笠原地域の各種団体の自立化に向けた支援及び各種事業
の自主運営への支援協力。 6,335

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 6,174
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

430 0

20

事業費 6,125
各種団体の自主運営における支援及び各種事業開催の支
援協力。

一般財源 5,964

前年度比
一財縮減額

210 0 0

21

事業費 6,017
各種団体の自主運営における支援及び各種事業開催の支
援協力。

0 0

%
変更履歴

一般財源 5,856

前年度比
一財縮減額

108

22

事業費 6,017
各種団体の自主運営における支援及び各種事業開催の支
援協力。 %

一般財源 5,856

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 6,017
各種団体の自主運営における支援及び各種事業開催の支
援協力。 %

一般財源 5,856

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 748 430 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
生涯スポーツ、生涯学習の推進を図るため、また、文化・スポーツ活動を通してコミュニティの活性化を図
るため、学校施設を市民に開放しています。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2401-10070120 課コード 2401 課名 教育総務課 17,523 千円

款 項 目 細目
学校開放関係費

一般財源

10 7 1 20 12,752 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
特別教室利用促進
地域による管理方法の検討 16,944

%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 12,982
担当課 イ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-230 0

20

事業費 16,944
特別教室利用促進
地域による管理方法の検討

一般財源 12,982

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 16,944
特別教室利用促進
地域による管理方法の検討

0 0

%
変更履歴

一般財源 12,982

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 16,944
特別教室利用促進
地域による管理方法の検討 %

一般財源 12,982

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 16,944
特別教室利用促進
地域による管理方法の検討 %

一般財源 12,982

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 -230 -230 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
だれもが気軽にできる軽スポーツの教室・体験会や大会を開催。また、スポーツ指導者講習会等を開催
して、指導者の育成や資質向上を図っています。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2401-10070137 課コード 2401 課名 教育総務課 3,088 千円

款 項 目 細目
生涯スポーツ普及活動費

一般財源

10 7 1 37 2,946 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
多治見市生涯スポーツ推進プランに基づきスポーツ振興を
図る。
・市民主導のスポーツ大会を開催（軽スポーツ）
・体育指導委員を中心として地域住民と協働でスポーツイベ
ントを開催
・運動・スポーツ機会を提供するための情報の発信

2,594
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 2,464
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

482 0

20

事業費 3,000
多治見市生涯スポーツ推進プランに基づきスポーツ振興を
図る。
・市民主導のスポーツ大会を開催（軽スポーツ）
・体育指導委員を中心として地域住民と協働でスポーツイベ
ントを開催
・運動・スポーツ機会を提供するための情報の発信

一般財源 2,870

前年度比
一財縮減額

-406 0 0

21

事業費 3,000
多治見市生涯スポーツ推進プランに基づきスポーツ振興を
図る。
・市民主導のスポーツ大会を開催（軽スポーツ）
・体育指導委員を中心として地域住民と協働でスポーツイベ
ントを開催
・運動・スポーツ機会を提供するための情報の発信 0 0

%
変更履歴

一般財源 2,870

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 3,000
多治見市生涯スポーツ推進プランに基づきスポーツ振興を
図る。
・市民主導のスポーツ大会を開催（軽スポーツ）
・体育指導委員を中心として地域住民と協働でスポーツイベ
ントを開催
・運動・スポーツ機会を提供するための情報の発信

%

一般財源 2,870

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 3,000
多治見市生涯スポーツ推進プランに基づきスポーツ振興を
図る。
・市民主導のスポーツ大会を開催（軽スポーツ）
・体育指導委員を中心として地域住民と協働でスポーツイベ
ントを開催
・運動・スポーツ機会を提供するための情報の発信

%

一般財源 2,870

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 76 482 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
市民スポーツ振興のため実施している市民総合体育大会、市民野球祭、市民健康マラソンの事業を体
育協会へ委託しています。
また、体育協会が実施する、競技スポーツ人口の拡大や選手育成のための活動やスポーツ少年団育成
のための活動を補助しています。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2401-10070143 課コード 2401 課名 教育総務課 20,000 千円

款 項 目 細目
競技スポーツ普及活動費

10 7 1 43 20,000 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
競技スポーツ振興事業の推進
　多治見市生涯スポーツ推進プランでは、スポーツ振興のしくみを行
政主導型から市民主導型への転換を図り、多治見市と協働して行う
諸施策において様々な役割を担える団体を育成することとしていま
す。このうち競技スポーツの振興は、組織や技術からして体育協会が
担い、競技人口の拡大や競技力向上のために各種スポーツ教室や
講演会の開催、指導者の質･量の確保のため養成講習会等を実施す
ることとしています。

22,283
%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 22,283
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

-2,283 0

20

事業費 27,800
競技スポーツ振興事業の推進
　多治見市生涯スポーツ推進プランでは、スポーツ振興のしくみを行
政主導型から市民主導型への転換を図り、多治見市と協働して行う
諸施策において様々な役割を担える団体を育成することとしていま
す。このうち競技スポーツの振興は、組織や技術からして体育協会が
担い、競技人口の拡大や競技力向上のために各種スポーツ教室や
講演会の開催、指導者の質･量の確保のため養成講習会等を実施す
ることとしています。

一般財源 27,800

前年度比
一財縮減額

-5,517 0 0

21

事業費 27,800
競技スポーツ振興事業の推進
　多治見市生涯スポーツ推進プランでは、スポーツ振興のしくみを行
政主導型から市民主導型への転換を図り、多治見市と協働して行う
諸施策において様々な役割を担える団体を育成することとしていま
す。このうち競技スポーツの振興は、組織や技術からして体育協会が
担い、競技人口の拡大や競技力向上のために各種スポーツ教室や
講演会の開催、指導者の質･量の確保のため養成講習会等を実施す
ることとしています。

0 0

%
変更履歴

一般財源 27,800

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 27,800
競技スポーツ振興事業の推進
　多治見市生涯スポーツ推進プランでは、スポーツ振興のしくみを行
政主導型から市民主導型への転換を図り、多治見市と協働して行う
諸施策において様々な役割を担える団体を育成することとしていま
す。このうち競技スポーツの振興は、組織や技術からして体育協会が
担い、競技人口の拡大や競技力向上のために各種スポーツ教室や
講演会の開催、指導者の質･量の確保のため養成講習会等を実施す
ることとしています。

%

一般財源 27,800

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 27,800
競技スポーツ振興事業の推進
　多治見市生涯スポーツ推進プランでは、スポーツ振興のしくみを行
政主導型から市民主導型への転換を図り、多治見市と協働して行う
諸施策において様々な役割を担える団体を育成することとしていま
す。このうち競技スポーツの振興は、組織や技術からして体育協会が
担い、競技人口の拡大や競技力向上のために各種スポーツ教室や
講演会の開催、指導者の質･量の確保のため養成講習会等を実施す
ることとしています。

%

一般財源 27,800

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 -7,800 -2,283 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
救急時の応急処置等の方法を市民に定着させ、救命率の向上を図るために要する経費と、応急手当指
導員を養成するために要する経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2701-09010124 課コード 2702 課名 予防警防課 492 千円

款 項 目 細目
応急手当普及関係費

一般財源

9 1 1 24 492 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
　中学生､市民及び事業所等を対象とした応急手当講習等
を行い、応急手当を普及させる。また、救急隊員と協働して
応急手当普及活動が実施できる支援団体の育成を拡大す
る。

492
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 492
担当課 ア

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 492
　中学生､市民及び事業所等を対象とした応急手当講習等
を行い、応急手当を普及させる。また、救急隊員と協働して
応急手当普及活動が実施できる支援団体の育成を拡大す
る。一般財源 492

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 492
　中学生､市民及び事業所等を対象とした応急手当講習等
を行い、応急手当を普及させる。また、救急隊員と協働して
応急手当普及活動が実施できる支援団体の育成を拡大す
る。

0 0

%
変更履歴

一般財源 492

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 492
　中学生､市民及び事業所等を対象とした応急手当講習等
を行い、応急手当を普及させる。また、救急隊員と協働して
応急手当普及活動が実施できる支援団体の育成を拡大す
る。

%

一般財源 492

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 492
　中学生､市民及び事業所等を対象とした応急手当講習等
を行い、応急手当を普及させる。また、救急隊員と協働して
応急手当普及活動が実施できる支援団体の育成を拡大す
る。

%

一般財源 492

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 0 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 H19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
演奏活動を通じて火災予防・防災等、広く消防分野のＰＲを行う消防音楽隊の運営と、消防音楽隊予備
隊員を育成するために要する経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2701-09010203 課コード 2701 課名 消防総務課 2,657 千円

款 項 目 細目
消防音楽隊関係費

一般財源

9 1 2 3 2,657 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
　すでに、音楽隊員は民間人であり、楽器についても大型の
楽器以外については自分の楽器を使用していることから、す
でに民間との協働が図られていると考える。
　このことを踏まえて、機能別分団など消防音楽隊活動の運
営のあり方等について調査研究する。

2,657
%

作業主体 結果

事務局 イ

一般財源 2,657
担当課 ア

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

0 0

20

事業費 2,657
　消防音楽隊の機能別分団への移行等について、消防団、
消防音楽隊と協議する。

一般財源 2,657

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 2,657
　消防音楽隊の機能別分団への移行等について、消防団、
消防音楽隊と協議する。

0 0

%
変更履歴

一般財源 2,657

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 2,657
　消防音楽隊の機能別分団への移行等について、消防団、
消防音楽隊と協議する。 %

一般財源 2,657

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 2,357
　機能別分団として、消防音楽隊を運営する。

%

一般財源 2,357

前年度比
一財縮減額

300 0 0

一財縮減額累計 300 0 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
自主防災組織のリーダーを育成指導する地域防災活動協力員の運用に必要な経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2701-09010419 課コード 2702 課名 予防警防課 223 千円

款 項 目 細目
地域防災活動協力員費

一般財源

9 1 4 19 223 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
　地域防災活動協力員の研修､訓練及び自主防災組織の
育成指導のあり方について検討する。 134

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 134
担当課 イ

行革専門部会 エ

市民の自発的な活動に期待
する

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

89 0

20

事業費 134
　地域防災活動協力員の研修､訓練を通して地域の防災
リーダーを養成し、自分たちの街は自分たちで守るという意
識を醸成し、自主防災組織の育成指導を行う。

一般財源 134
防災リーダーの育成は一般
の方だけでは困難なため協
働で進める。

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 134
　地域防災活動協力員の研修､訓練を通して地域の防災
リーダーを養成し、自分たちの街は自分たちで守るという意
識を醸成し、自主防災組織の育成指導を行う。

0 0

%
変更履歴

一般財源 134

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 134
　地域防災活動協力員の研修､訓練を通して地域の防災
リーダーを養成し、自分たちの街は自分たちで守るという意
識を醸成し、自主防災組織の育成指導を行う。

%

一般財源 134

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 134
　地域防災活動協力員の研修､訓練を通して地域の防災
リーダーを養成し、自分たちの街は自分たちで守るという意
識を醸成し、自主防災組織の育成指導を行う。

%

一般財源 134

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減額累計 89 89 0 一財縮減達成率 0
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第５次行政改革（事務事業の縮減）　実施状況調査票

% 計画全体の取組み進度 %

全体計画作成日 19.1.15 更新日

縮減目標 （ウ）市民・民間との協働の実施、拡大 目標年度 ２３年度 （事業概要）
多治見市総合防災訓練、自主防災組織の訓練に要する経費と、自主防災隊用の消火栓放水器具を整
備するために要する経費。

18年度当初

事業費

管理番号 3-2701-09010427 課コード 2702 課名 予防警防課 770 千円

款 項 目 細目
防災訓練関係費

一般財源

9 1 4 27 770 千円

年
度

全体計画 実績

概算（見込）額
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
当初予算
（千円）

最終予算
（千円）

縮減目標に向けた具体的な取組内容
単年度
進度

策定（仕分け）作業経緯

19

事業費
地域単位で実施する防災訓練は､区､町内会及び自主防災
組織等が主体となり企画運営されるよう働きかける。 623

%

作業主体 結果

事務局 ウ

一般財源 623
担当課 ウ

行革専門部会 ウ

% 行革推進本部会議 ウ

前年度比
一財縮減額

147 0

20

事業費 623
地域単位で実施する防災訓練は､区､町内会及び自主防災
組織等が主体となり企画運営されるよう働きかける。

一般財源 623

前年度比
一財縮減額

0 0 0

21

事業費 623
地域単位で実施する防災訓練は､区､町内会及び自主防災
組織等が主体となり企画運営されるよう働きかける。

0 0

%
変更履歴

一般財源 623

前年度比
一財縮減額

0

22

事業費 623
地域単位で実施する防災訓練は､区､町内会及び自主防災
組織等が主体となり企画運営されるよう働きかける。 %

一般財源 623

前年度比
一財縮減額

0 0 0

23

事業費 623
地域単位で実施する防災訓練は､区､町内会及び自主防災
組織等が主体となり企画運営されるよう働きかける。 %

一般財源 623

前年度比
一財縮減額

0 0 0

一財縮減達成率 0一財縮減額累計 147 147 0


